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研究成果の概要（和文）：本研究では、青少年がどのようにして、様々な＜悪＞の観念を分別し、

理由付け、序列化していくのかについて、社会調査データを通じて明らかにした。主な知見は

以下のとおりである。(1)青年期における規範意識の弛緩は、20 歳前後をピークとするユニバ

ーサル加齢曲線を描く。(2)弛緩する規範は、性や自己決定に関する内容が中心であり、公正や

危害の規範はほとんど変動しない。(3)性的発達がスイッチとなり、規範意識の柔軟化や序列化

が進行する。(4)こうした青年期の変化は、ヒトの社会性や道徳性を高次化させる適応戦略の一

つとして進化論的に捉えられる。 
 
研究成果の概要（英文）：In this study, we have focused on the process in which adolescents 
classify, reason and order various conceptions of badness, based on the social survey 
data. Our major findings are as follows: (1) Relaxation of moral strictness reaches a 
peak at about 20 years old, which depicts a universal age curve. (2) Relaxation does not 
occur concerning norms of justice and harm, although norms of sex and prudence are 
normally relaxed. (3) Sexual development set off this moral relaxation and ordering. 
(4) From the evolutionary point of view, this adolescent phenomenon can be explained 
as an adaptive strategy which enables human beings to make a higher level of social 
order. 
. 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、人々がどのようにして、様々な
＜悪＞の観念を分別し、理由付け、序列化し

ていくのかについて、社会学的な見地から実
証的に明らかにすることを目的としていた。
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究は、これまで、一定の善さや望ましさ、正
しさの観念に準拠して構築されることが多
かった。これに対して本研究では、むしろ、
人々が行為や出来事についてリフレクショ
ンを行う基点となる＜悪＞の観念に照準を
合わせ、その形成メカニズムの解明を課題と
した。そうすることで、日常行為者のより現
実的な選択や正当化のプロセスに目を向け
た道徳的社会化論を再構築することができ
ると考えた。 
 研究代表者は、それまでの調査研究を通じ
て、日本の青少年の非行観が、単純な善悪二
元論から、より精緻化された複合的な序列
（＜悪＞のグレースケール）へと非可逆的に
再組織化されてくることを明らかにしてい
た。また、こうした＜悪＞のグレースケール
形成が、日本や台湾などでも共通にみられる
ことも明らかにした。こうした知見に基づい
て、本研究では、社会調査データに基づきな
がら、悪のグレースケール形成のプロセスと
メカニズムの解明に取り組んだ。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、青少年がどのようにして、様々
な＜悪＞の観念を分別し、理由付け、序列化
していくのかについて、社会調査データに依
拠しながら、次の点を明らかにすることを目
的とした。 
(1) 普遍性と個別性：比較文化的な調査研究
によって、＜悪＞のグレースケール形成をめ
ぐる文化的共通性と差異を経験的に明らか
にする。 
(2) 道徳意識のモジュール性：広範な＜悪＞
の観念に着目することで、道徳意識の多元性
と重層性を理論化する。 
(3) プロセスとメカニズム：縦断的調査研究
によって、＜悪＞のグレースケールの発達的
生成と時代的変容のプロセスを明らかにす
る。 
(4)知見の教育的応用：＜悪＞のグレースケ
ール形成についての知見を、学校での道徳教
育や矯正教育、裁判員制度などへ応用する可
能性を検討する。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、予算の都合から、本格的なパ
ネル調査や比較文化調査は断念せざるを得
なかった。しかしながら、国内外の社会調査
データアーカイブの 2次分析や留学生へのイ
ンタビュー調査を通じて、予想以上の成果を
上げることができた。 
 
４．研究成果 
(1)ユニバーサル曲線：本研究の最大の成果
は、青年期における規範意識の弛緩が、20歳
前後をピークとするユニバーサル加齢曲線
を描くことを明らかにした点にある。また男

女で弛緩の度合いは大きく異なり、女子は男
子のおよそ 1/2 である。こうした加齢変化と
性差は、殺人率などの犯罪データとも符合す
るものであり、弛緩している規範内容からみ
ても、背後にテストステロンの関与が強く示
唆される（図１）。 
 
(2)モジュール性：弛緩する規範は、性や自
己決定に関する内容が中心であり、公正や危
害の規範はほとんど変動しない。このことは、
規範意識の弛緩が直接的には性メカニズム
の一環であり、攻撃性や犯罪行動と直接結び
つくものではないことを示している。こうし
た知見は、青年期に急増・急減する犯罪が特
定の類型に限定されることを主張している
Moffitt 仮説とも合致する。さらに、こうし
た規範意識のモジュール性は、政治意識の中
にも見出すことができる(図 2)。 

 



 

 

(3)プロセスとメカニズム：規範意識の弛緩
プロセスが、性において最も早く急激に生じ
ていることから、性的発達がスイッチとなり、
規範意識の柔軟化や序列化が進行すると考
えた。少なくとも共時的データで見る限りは、
性規範が、規範意識全体を弛緩させているの
ではなく、自己危害や他者危害への感覚を鋭
敏にさせ、規範の序列化を促進していた(図
3)。 

 
(4)進化論的パースペクティブ：上記の知見
から、青年期の規範意識の変動が時代変化や
道徳教育のたんなる反映ではないことが明
らかになった。むしろ、青年期における規範
意識の弛緩は、ヒトの社会性や道徳性を高次
化させる適応戦略の一つとして進化論的に
捉えられる。時代変化や道徳教育の影響は、
こうした系統発生的基礎の上で分析・検討さ
れなければならないだろう。 
(5)道徳教育へのインプリケーション：規範
意識の柔軟化や高次化のプロセスにおいて
は、性をめぐる自己統制の経験が大きな役割
をしていることが分かった。したがって、青
年期の規範意識の揺らぎを社会的に有意義
な活動へと結びつけていく社会的機会の提
供が非常に重要であると指摘できる。 
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